· トゥルー　ストーリー

石川、田中、後藤、山崎、そして共に頑張った部員のみんなの
今後に期待している。
君らの陸上人生はまだまだこれからなのだから。
試合の詳細が記されているので後輩には特に読んでほしい。
· ・・・以下、埼玉新聞より

	2006年8月4日(金)

	　

	男子100メートル　後藤、初V
女子3000競歩　中村、大沢1、2位
高校総体／陸上
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陸上　男子１００メートル決勝　１０秒４１で優勝した春日部・後藤乃毅（左）がゴールに飛び込む＝長居陸上競技場
けが乗り越え快勝

　３年前の全国中学校大会チャンピオンが、高校でも最速スプリンターの称号を得た。男子百メートルを制覇した後藤は、「いい気持ちです。うれしい」と満面の笑みで喜んだ。

　けがやアクシデントを乗り越えての勝利だった。百メートルで優勝した７月の日本ジュニア選手権で右ももの裏を痛めた。「加速すると痛いので、治療に専念した」と後藤。不安を抱え大会を迎えたが、今度は２日の夜に腹痛で救急車で搬送された。幸い、緊張とストレスによるものと軽かったが、決していい状態ではなく、決勝の直前も暑さでアップもそこそこだった。

　それでも勝ったのは、「間違いなく気持ち」と後藤は断言する。本来は後半型だったが、今季は前半から飛び出すスタイルになったのがその表れ。決勝も後半、荒尾（福岡・小倉工）に追い込まれたが、抜群の飛び出しで逃げ切った。「勝ちたい気持ちが強過ぎて、前半からいってしまう。でもきょうはそれが良かった」と頭をかいた。

　自己ベストも１０秒５２から大幅更新し、今後に期待が持てる。本人も「県高校記録（１０秒３５）更新を目指す」と勝利に浮かれず、新たな目標を掲げた。


	男子２００・後藤
４位食い込み一息

　男子百メートル覇者の後藤が、苦手の二百メートルでも４位に食い込んだ。「こんな状態でも入賞できたから納得です」と一息ついた。

　７月に右ももの裏を痛めた影響から練習不足。そのため体力的にも厳しく、予選、準決勝ともレース後は医務室に運ばれた。それでも何とか決勝に進み、直線に入ってから追い上げる走りで面目を保った。

　最後の高校総体は個人種目ではまずまずの結果だったが、優勝を目指した四百メートルリレーは準決勝で失格。「チームとして結果が出ればもっと良かった。４人でまた走りたい」と仲間を思いやっていた。

	　


